
第106号
平成28年２月10日発行

群 馬 県 山 岳 連 盟
　〒371-0005 前橋市堀之下町494-2

女屋　等志方
　TEL 027-269-4570
　FAX 027-269-4583 

　編集発行人
群馬岳連編集委員会　岡安茂能

　印刷所　朝日印刷工業㈱

　

今
年
度
の
自
然
観
察
会
は
、
六
月
七

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
平
年
よ
り
一
か
月
半
以
上
早
く
、

昨
年
度
か
ら
候
補
地
を
検
討
策
定
し
ま

し
た
。

　

会
場
は
川
場
村
鉱
石
山
及
び
木
賊
山

（
と
く
さ
や
ま
）で
す
。
観
察
会
の
コ
ー

ス
が
ウ
ル
ト
ラ
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
ト
レ
イ

ル
の
コ
ー
ス
と
重
な
り
ま
す
の
で
、
昨

年
当
方
が
付
け
た
反
射
テ
ー
プ
を
整
備

し
な
が
ら
の
下
見
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
度
の
初
め
は
行
事
が
毎
週
の
よ
う

に
あ
り
、
そ
の
合
間
を
ぬ
っ
て
の

下
見
～
募
集
～
実
施
で
し
た
。
委

員
一
丸
と
な
り
下
見
を
し
、
資
料

や
情
報
集
め
な
ど
多
忙
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
齋
藤
委
員
長
、
角
田

さ
ん
ら
の
資
料
集
め
は
今
後
の
ノ

ウ
ハ
ウ
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
皆
に
配
る
資
料
の
量
も
熱

意
に
比
例
す
る
と
感
じ
て
も
ら
え

た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

実
施
人
数
と
し
て
は
、
毎
回
参

加
し
て
く
だ
さ
る
方
や
、
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
が
良
か
っ
た
せ
い
か
初
参
加

さ
れ
る
方
も
多
く
、
役
員
を
含
め
総
勢

74
名
の
自
然
観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
が
自
然
保
護
委
員
会
に
入
っ
て
以
来
、

今
回
が
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
方
の
下
見
の

方
法
は
、
事
前
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
情
報
を
仕
入
れ

ト
ロ
ッ
コ
を
通
し

た
で
あ
ろ
う
軌
道

の
レ
ー
ル
跡
の
確

認
や
、
コ
ー
ス
の

確
認
を
す
る
程
度

の
登
山
道
な
り
の

下
見
で
し
た
。

　

し
か
し
当
日
、

齋
藤
委
員
長
は

コ
ー
ス
歩
き
の
途

中
で
採
掘
場
行
き
を
指
示
し
、
紙
や
す

り
の
原
料
と
な
る
ザ
ク
ロ
石
（
ガ
ー

ネ
ッ
ト
）
の
採
掘
場
の
案
内
や
採
掘
体

験
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
登

山
道
か
ら
そ
れ
た
だ
け
で
皆
さ
ん
の
関

心
が
一
気
に
高
ま
り
盛
況
に
な
り
ま
し

た
。
や
ら
れ
ま
し
た
、
委
員
長
の
眼
の

付
け
所
の
違
い
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

特
に
若
い
女
性
参
加
者
の
方
の
楽
し
そ

う
な
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
し
た
。

　

毎
回
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
Ｎ
Ａ
Ｃ

Ｓ
│
Ｊ
の
齋
藤
さ
ん
に
道
中
の
自
然
解

説
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
見
過
ご
し
が

ち
な
草
花
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
木
賊
山
の
頂
上
を
踏
ん
だ
後

大
休
憩
を
と
り
、
日
本
野
鳥
の
会
の
岩

田
さ
ん
に
出
発
前
に
楽
し
い
講
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
話
し
方
が
上
手

で
鳥
は
見
え
な
く
て
も
皆
さ
ん
を
楽
し

群
馬
岳
連
自
然
保
護
委
員
会

三

田

治

宣

平
成
27
年
度
自
然
観
察
会

群
馬
百
名
山
・
産
業
遺
産
の
山

  

「
鉱
石
山（
こ
う
せ
き
や
ま
）
」

野鳥の解説

鉱石山で解説

採石跡地での解説
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今
年
度
の
総
会
は
六
月
二
十
八
日

（
日
）
に
関
西
大
学
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
日
山
協

遭
対
常
任
含
め
四
十
五
名
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
前
日
の
二
十
七
日
（
土
）
は
研
修

会
と
し
て
岳
人
等
で
お
な
じ
み
の
溝
手

康
史
弁
護
士
の
講
義
と
、
各
県
に
お
け

る
遭
難
対
策
に
関
す
る
指
導
の
実
情
に

つ
い
て
討
議
さ
れ
た
。

　

溝
手
さ
ん
の
講
義
で
は
今
話
題
の
登

山
届
の
義
務
化
を
は
じ
め
、
登
山
に
関

す
る
様
々
な
法
的
問
題
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
溝
手
さ
ん
は
昨
年
度
岐

阜
県
で
実
施
さ
れ
た
登
山
届
の
義
務
化

に
つ
い
て
、
今
年
四
月
の
朝
日
新
聞
に

批
判
の
コ
メ
ン
ト
を
記
載
さ
れ
て
い
る
。

士
は
登
山
届
に
つ
い
て
反
対
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
法
的
規
制
を
行
う
場

合
は
そ
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て
合
理

性
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
訴
え
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
み
る
と
岐

阜
県
の
指
導
、
勧
告
も
な
い
た
だ
の

「
届
け
出
」
の
み
は
は
た
し
て
遭
難
防

止
に
対
し
合
理
性
が
見
い
だ
せ
る
の
か

は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
自
立
を
重
視

す
る
社
会
で
は
自
由
の
規
制
を
嫌
う
。

自
立
性
は
民
主
主
義
、
創
造
的
活
動
、

社
会
発
展
の
前
提
で
あ
り
、
行
政
が
過

渡
に
介
入
す
れ
ば
国
民
は
規
制
に
慣
れ
、

自
立
性
が
育
た
な
い
。
ま
さ
し
く
今
の

日
本
人
そ
の
も
の
の
よ
う
な
気
が
す

る
。

　

ま
た
、
法
律
、
条
例
と
行
政
指
導
の

違
い
に
つ
い
て
も
講
義
さ
れ
て
い
た
。

義
務
化
に
は
必
ず
法
律
や
条
例
が
必
要

だ
が
、
法
律
に
基
づ
く
「
行
政
指
導
」

に
従
う
か
ど
う
か
は
自
由
で
あ
る
ら
し

い
。
日
本
で
は
行
政
指
導
で
目
的
を
達

成
し
よ
う
と
す
る
事
が
多
い
ら
し
く
、

富
士
山
で
の
「
協
力
金
」
も
こ
れ
に
あ

た
る
よ
う
だ
。
興
味
の
あ
る
話
で
は
、

私
有
地
の
山
へ
の
登
山
に
つ
い
て
所
有

者
は
規
制
が
出
来
る
の
か
ど
う
か
が

あ
っ
た
。
平
地
の
生
活
区
に
近
い
領
域

で
は
私
有
地
へ
の
侵
入
は
不
法
に
な
る

が
、
生
活
の
場
か
ら
離
れ
た
山
の
頂
上

で
古
く
か
ら
登
山
道
と
し
て
活
用
さ
れ

て
き
た
場
合
は
必
ず
し
も
所
有
者
が
規

制
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
ら
し
い
。
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
で
使
用
さ
れ
る
里
山
の
岩

場
（
ゲ
レ
ン
デ
）
を
見
て
み
る
と
信
仰

対
象
の
言
わ
ば
「
御
神
体
」
で
あ
る
場

合
が
多
く
、
使
用
に
対
す
る
主
張
は
厳

し
い
ら
し
い
。
目
立
つ
使
い
方
を
す
れ

ば
規
制
さ
れ
る
の
は
当
然
で
、
モ
ラ
ル

を
持
っ
た
使
用
が
肝
要
と
の
事
で
あ
っ

た
。
そ
の
ほ
か
山
に
関
す
る
様
々
な
規

制
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
義
務
化
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
有
料
化
な
ど
に
つ
い
て
も
言
及

し
て
お
ら
れ
た
。

　

後
半
は
遭
難
防
止
に
関
す
る
指
導
実

態
に
つ
い
て
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
討

議
さ
れ
た
。現
状
は
各
県
ま
ち
ま
ち
で
、

行
政
と
連
携
し
な
が
ら
定
期
的
な
講
習

会
を
実
施
し
て
い
る
県
も
あ
れ
ば
、
岳

連
自
体
が
じ
り
貧
で
指
導
員
の
枯
渇
に

苦
慮
し
て
い
る
と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

た
だ
、
多
く
の
県
で
登
山
教
室
の
よ
う

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
野
口
さ

ん
は
実
際
の
場
所
で
、
下
見
の
時
に
熊

に
遭
遇
し
た
話
を
し
て
く
れ
、
黙
々
と

し
が
ち
な
帰
路
に
話
題
を
添
え
て
く
れ

ま
し
た
。
各
委
員
も
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
場

で
参
加
者
（
お
客
様
）
を
も
て
な
し
、

終
始
和
や
か
に
下
山
で
き
ま
し
た
。
そ

の
甲
斐
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
お
褒

め
い
た
だ
き
、
や
っ

て
よ
か
っ
た
と
感
無

量
に
な
り
ま
し
た
。

解
散
後
は
「
ふ
じ
や

ま
の
湯
」
の
庭
の
ク

リ
ン
ソ
ウ
の
群
生
（
寄

せ
植
え
？
）
を
観
て

も
ら
い
、
大
勢
の
方

に
風
呂
に
寄
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
出
発

直
前
の
値
段
交
渉
が

無
駄
に
な
ら
ず
に
あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。

自
然
保
護
委
員
会
の

一
大
行
事
と
し
て
定

着
し
た
自
然
観
察
会

で
す
が
、
一
般
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
役

員
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
今
年
度
も
無
事

に
大
盛
況
に
終
わ
っ

た
こ
と
を
感
謝
し
ま

す
。
ま
た
来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

遭
難
対
策
委
員
長町

田

幸

男

平
成
二
十
七
年
度

日
山
協
遭
難
対
策
委
員
総
会

出
席
報
告

講義を行う溝手弁護士
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七
月
二
日
、文
部
科
学
省
に
於
い
て
、

文
部
科
学
省
、
環
境
省
、
警
察
庁
、
気

象
庁
、
消
防
庁
、
公
益
社
団
法
人
日
本

山
岳
協
会
、独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
国
立
登
山
研
修
所
、

山
岳
遭
難
対
策
中
央
審
議
会
の
主
催
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

群
馬
岳
連
か
ら
は
、八
木
原
会
長
（
日

山
協
会
長
）、
町
田
遭
対
委
員
長
（
日

山
協
遭
対
副
委
員
長
）、
角
田
遭
対
副

委
員
長
（
日
山
協
遭
対
常
任
委
員
）、

斎
藤
自
然
保
護
委
員
長
（
日
山
協
参
与
）、

横
山
（
救
助
隊
隊
員
）、
高
田
（
ク
ラ

ブ
Σ
）
が
出
席
。
群
馬
県
警
か
ら
阿
部

妙
義
山
警
備
隊
隊
長
（
前
橋
山
岳
会
）

も
出
席
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

警
視
庁
生
活
安
全
局
地
域
課
よ
り
平

成
二
十
六
年
度
の
山
岳
遭
難
件
数
等
の

発
表
が
あ
り
、
群
馬
県
は
八
十
八
件
全

国
十
位
。

　

し
か
し
こ
れ
に
は
山
岳
遭
難
以
外
の

山
菜
取
り
も
含
ま
れ
て
お
り
、
全
国
平

均
で
前
者
が
七
十
七
・
０
％
、
後
者
が

十
一
・
七
％
の
比
率
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

山
岳
遭
難
中
、
道
迷
い
に
よ
る
も
の

が
四
十
一
・
六
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、

年
齢
別
に
み
る
と
六
十
歳
以
上
で
五

十
・
一
％
、
四
十
歳
以
上
ま
で
に
下
げ

る
と
七
十
六
・
四
％
と
な
り
、
遭
難
者

数
は
増
加
の
一
途
で
す
。

　

地
域
別
に
み
る
と
発
生
現
場
は
、
長

野
県
、
富
山
県
、
北
海
道
の
順
な
が
ら
、

出
身
地
別
で
み
る
と
東
京
、
神
奈
川
、

大
阪
と
都
市
部
よ
り
山
岳
地
に
出
掛
け

迷
惑
を
掛
け
て
い
る
と
い
っ
た
図
式
が

見
え
て
き
ま
す
。

　

昨
年
の
大
惨
事
と
し
て
記
憶
さ
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
御

嶽
山
噴
火
災
害
に
お
け
る
消
防
機
関
の

救
助
活
動
の
報
告
を
長
野
市
消
防
局
篠

ノ
井
消
防
署
よ
り
、
消
防
・
警
察
・
自

衛
隊
・
医
師
の
投
入
活
動
状
況
、
非
公

開
の
救
助
活
動
時
の
画
像
を
時
系
列
に

て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

火
山
関
連
で
気
象
庁
よ
り
、
火
山
に

登
る
登
山
者
向
け
の
情
報
提
供
に
つ
い

て
今
後
の
取
り
組
み
の
説
明
と
情
報
開

示
の
変
更
点
の
説
明
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
岳
遭
難
の
発
生
件
数
ワ
ー
ス
ト
１

の
長
野
県
が
音
頭
を
取
っ
て
の
「
登
山

ル
ー
ト
グ
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
の
発
表
・

提
案
が
、
山
梨
県
・
新
潟
県
・
静
岡
県

と
合
わ
せ
て
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
県
及
び
県
警
と
協
定
を
締

結
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
登
山
届
の
提
出
・

管
理
を
す
る
「
コ
ン
パ
ス
」
シ
ス
テ
ム

の
説
明
と
「
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳

ガ
イ
ド
協
会
」
の
活
動
内
容
説
明
が
同

協
会
武
川
常
務
理
事
よ
り
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
遭
難
や
御
嶽
山
の
事
例
を

捉
え
た
時
、「
登
山
届
の
提
出
」
の
徹
底

が
急
務
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

各
自
治
体
、
団
体
が
其
々
で
動
く
の

で
は
な
く
、
こ
の
協
議
会
を
運
営
し
て

お
り
ま
す
と
こ
ろ
の
省
庁
が
全
国
一
元

化
の
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
管
理
運
営
す

る
こ
と
が
、
問
題
が
少
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

現
状
を
考
え
ま
す
と
、
遭
難
対
策
委

員
会
に
於
け
る
活
動
と
し
て
「
登
山
届

提
出
の
啓
蒙
活
動
」
の
重
要
性
が
高
く

な
っ
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

手
始
め
に
谷
川
岳
山
開
き
に
て
そ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
今
後
も
一
般

登
山
者
に
向
け
た
よ
り
積
極
的
な
啓
蒙

活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
一
般
向
け
の
指
導
は
増
え
つ
つ
あ
る

よ
う
で
あ
る
。

　

二
日
目
の
総
会
は
國
松
副
会
長
の
あ

い
さ
つ
で
開
会
し
た
。
定
目
で
あ
る
活

動
報
告
と
今
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い

て
西
内
委
員
長
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
青
山
副
委
員
長
よ
り
＇
十
四
年

度
の
遭
難
統
計
お
よ
び
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
に
関

す
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。
全
体
の
遭
難

件
数
は
依
然
右
肩
上
が
り
で
過
去
最
高

を
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
山
協
共

済
関
連
の
遭
難
も
昨
年
は
八
十
件
と
急

増
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
関
連
で
は
登

山
委
員
会
の
総
会
が
今
年
は
日
本
で
実

施
さ
れ
、
青
山
教
授
が
長
年
取
り
組
ん

で
き
た
遭
難
統
計
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
・

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
Ｅ
Ｕ
各
国
で
情
報

共
有
を
今
後
図
っ
て
い
く
こ
と
の
合
意

が
な
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

今
年
は
関
西
で
の
開
催
で
あ
っ
た
た

め
か
、
関
東
以
北
の
岳
連
参
加
が
少
な

か
っ
た
。
群
馬
か
ら
も
毎
年
数
名
参
加

さ
せ
て
い
る
が
、
旅
費
の
関
係
も
あ
り

今
年
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
仕
事
の
都
合

や
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
対
応
等
多
忙
な
中
、

時
間
を
作
る
こ
と
は
厳
し
い
か
も
し
れ

な
い
が
中
央
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
な
る
べ

く
参
加
を
図
り
、
国
内
の
登
山
事
情
を

知
る
べ
く
情
報
入
手
の
場
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
今
後
も
若
い
方
々
の
参
加

に
期
待
す
る
。

0
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1,000
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2,000
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3,000

死者・
行方不明者（人）発生件数（件） 遭難者（人）

H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17

2,293
2,172

1,988
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1,9421,6761,631

1,4841,417

1,382

2,7942,713

2,465

2,204

2,396

2,085
1,933

1,8081,853
1,684

311320284275294317281259278273

山岳遭難の推移

遭
難
対
策
委
員
会角

田

　

守

平
成
二
十
七
年
度

全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
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七
月
五
日
（
日
）
谷
川
岳
山
開
き
に

あ
た
り
安
全
祈
願
祭
が
土
合
霊
園
地
で

行
わ
れ
た
。
四
時
か
ら
と
早
朝
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
関
係
者
ま
た
多
く
の
登
山

者
が
訪
れ
、
か
が
り
火
の
焚
か
れ
る
幻

想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
し
め
や
か
に
滞

り
な
く
行
わ
れ
た
。
受
付
で
は
参
加
者

名
簿
に
各
自
記
帳
し
、
祈
願
祭
が
終
わ

る
と
皆
足
早
に
谷
川
岳
へ
と
向
か
っ

た
。

　

毎
年
、
山
へ
の
人
気
は

高
ま
る
中
、
遭
難
・
事
故

は
減
ら
ず
増
加
の
一
歩
を

辿
っ
て
い
る
。
私
達
遭
難

対
策
救
助
隊
は
安
全
登
山

の
啓
蒙
活
動
と
し
て
、
登

山
者
に
対
し
安
全
登
山
の

冊
子
を
配
布
し
、
安
全
登

山
と
登
山
計

画
書
の
提
出

を
促
し
た
。

多
く
の
人
達

が
快
く
受
け

入
れ
て
く
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
救
助
隊
訓
練

の
為
、
隊
の
装
備
と
個
人

装
備
を
準
備
し
一
ノ
倉
沢

へ
と
向
か
っ
た
。

　

一
ノ
倉
沢
出
会
い
か
ら

少
々
藪
道
を
超
え
て
、
途

中
か
ら
雪
渓
へ
。
残
雪
の

多
い
今
年
は
テ
ー
ル
リ
ッ

安
全
登
山
啓
蒙
活
動
と

　
　
　
群
馬
岳
連
救
助
隊
訓
練

群
馬
岳
連
救
助
隊
隊
員
　
阿
左
美
　
卓
　
巳

ジ
取
付
き
ま
で
ル
ー
ト
の
大
半
を
ほ
ぼ

雪
渓
で
つ
め
る
事
が
出
来
た
。
早
速
訓

練
開
始
の
準
備
へ
取
り
掛
か
る
。
こ
の

日
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
早
速
﹃
ザ
ッ
ク

が
小
さ
い
！
﹄と
の
ご
指
導
を
受
け
た
。

個
人
装
備
は
少
な
く
と
も
、
救
助
用
具

を
分
担
し
て
持
っ
て
い
く
に
は
大
き
い

ザ
ッ
ク
が
必
要
だ
。

　

当
日
の
訓
練
は
ロ
ー
プ
を
主
体
と
し
、

要
救
助
者
を
搬
送
す
る
た
め
の
ル
ー
ト

工
作
を
繰
り
返
し
行
っ
た
。
ト
ッ
プ
は

支
点
を
構
築
し
な
が
ら
ロ
ー
プ
を
引
い

て
い
く
。
セ
カ
ン
ド
は
次
の
ル
ー
ト
工

作
の
為
の
ロ
ー
プ
や
ギ
ア
を
大
量
に
背

負
い
込
ん
で
ユ
マ
ー
ル
で
上
が
っ
て
い

く
。
サ
ー
ド
は
ト
ッ
プ
・
セ
カ
ン
ド
が

使
用
し
て
い
っ
た
支
点
を
、
後
か
ら
来

る
重
い
装
備
を
背
負
っ
た
隊
員
の
登
高

が
し
や
す
い
よ
う
に
ピ
ッ
チ
を
切
っ
て

支
点
を
作
り
直
し
た
り
強
化
し
た
り
す

る
。
最
後
尾
の
要
救
搬
送
用
に
ル
ー
ト

を
作
り
直
す
と
い
う
役
目
の
訓
練
も

行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
説
明
し

て
も
ら
い
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
全
て
経
験
出
来
る
よ
う
繰

り
返
し
行
っ
た
。
確
実
な
支
点
工
作
は

も
ち
ろ
ん
の
事
、
い
か
に
早
く
ル
ー
ト

工
作
を
出
来
る
か
が
救
助
隊
の
力
に
繋

が
る
。
体
力
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
能
力
は

必
要
だ
が
、
そ
の
他
に
も
救
助
道
具
の

扱
い
方
、
救
助
の
た
め
の
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
、
覚
え
な
く
て
は
い
け
な
い
事
が
盛

り
だ
く
さ
ん
だ
。
こ
の
先
も
訓
練
を
積

み
重
ね
て
、
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て

早
く
役
立
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

ロープウェー駅での安全登山パンフレット配布

新隊員への指導風景

テールリッジ取り付き点での訓練風景

＊
山
岳
保
険
は
必
携
登
山
装
備
で
す
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平
成
二
十
七
年
九
月
十
一
日
か
ら
九

月
十
三
日
、
独
立
行
政
法
人
日
本
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
国
立
登
山
研
修

所
で
日
本
山
岳
協
会
に
よ
る
山
岳
レ
ス

キ
ュ
ー
講
習
会
（
無
雪
期
）
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
積
雪
期
と
無
雪
期
に
わ
け
て

年
二
回
、
登
山
で
の
遭
難
防
止
及
び
遭

難
事
故
現
場
で
必
要
な
登
山
者
の
救
助

技
術
の
習
得
・
研
鑽
を
目
的
と
し
た
講

習
会
で
す
。

　

コ
ー
ス
は
縦
走
・
ハ
イ
キ
ン
グ
レ
ス

キ
ュ
ー
コ
ー
ス
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ル

フ
レ
ス
キ
ュ
ー
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ワ
ー
ク
レ
ス
キ
ュ
ー
コ
ー
ス

の
四
編
成
で
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ル

フ
レ
ス
キ
ュ
ー
Ａ
コ
ー
ス
で
は
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
に
於
け
る
セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
基
本
技
術
の
確
認
・
実
践
を
、

Ｂ
コ
ー
ス
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
主

に
行
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ワ
ー
ク

レ
ス
キ
ュ
ー
コ
ー
ス
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
於
け
る
救
助
隊
組
織
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
レ
ス
キ
ュ
ー
技
術
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
は
定
員
を
上
回

る
人
気
ぶ
り
で
す
。
ま
た
、
直
前
の
台

風
十
八
号
に
よ
る
大
雨
に
伴
い
、
災
害

派
遣
の
た
め
残
念
な
が
ら
欠
席
の
消
防

官
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
遭
難
対
策
委
員
で
講
習
参
加

希
望
者
に
は
受
講
料
を
免
除
し
、
ス

タ
ッ
フ
補
助
と
し
て
研
修
で
き
る
制
度

を
利
用
し
て
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ル
フ

レ
ス
キ
ュ
ー
Ａ
コ
ー
ス
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ａ
コ
ー
ス
で
は
、

登
攀
中
に
ト
ッ
プ
が
落
石
や
墜
落
等
に

よ
り
動
け
な
く
な
っ

た
場
合
を
想
定
し
、

宙
吊
り
地
点
か
ら
テ

ラ
ス
等
の
安
定
し
た

場
所
ま
で
移
動
さ
せ

る
技
術
を
以
下
の
流

れ
で
学
習
し
ま
し
た
。

①
ビ
レ
イ
か
ら
の
自

己
脱
出　

②
要
救
助

者
へ
の
ア
ク
セ
ス　

③
要
救
助
者
の
状
態

確
認
・
応
急
手
当　

④
支
点
の
補
強
・
フ

リ
ー
ロ
ー
プ
の
フ
ィ
ッ

ク
ス　

⑤
振
り
分
け

救
助
の
準
備　

⑥
要

救
助
者
の
と
こ
ろ
へ

懸
垂
下
降　

⑦
振
り

分
け
救
助
シ
ス
テ
ム
の
セ
ッ
ト　

⑧
振

り
分
け
懸
垂
で
安
定
地
点
ま
で
下
降

　

初
日
は
雨
の
た
め
室
内
で
シ
ス
テ
ム

を
理
解
し
、
翌
日
屋
外
で
一
連
の
流
れ

を
通
し
で
、
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
数
回

行
い
ま
し
た
。
最
終
日
は
こ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
主
任
講
師
の
方
か

ら
配
慮
い
た
だ
き
、
私
も
一
連
の
流
れ

を
通
し
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
一
度
、

交
ぜ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
習
生
の

方
は
盛
岡
や
岡
山
、
鹿
児
島
な
ど
遠
方

か
ら
参
加
の
方
も
多
く
、
た
い
へ
ん
熱

心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
自
主
的
に
朝
練
が
行
わ
れ
、
私
も

人
数
調
整
の
た
め
、

勉
強
の
た
め
朝
五

時
か
ら
シ
ス
テ
ム

の
確
認
に
参
加
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
主
任
講
師
の

方
も
一
番
乗
り
で

お
付
き
合
い
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

積
雪
期
の
レ
ス

キ
ュ
ー
講
習
会
で

同
じ
グ
ル
ー
プ

だ
っ
た
講
習
仲
間

に
ま
た
会
え
た
の

も
嬉
し
か
っ
た
で

す
し
、
趣
味
の
た

め
、
仕
事
の
た
め

に
勉
強
し
な
が
ら
自
分
を
実
現
さ
せ
て

い
こ
う
と
す
る
姿
に
「
ス
タ
ッ
フ
を
し

な
が
ら
勉
強
で
き
る
恵
ま
れ
た
環
境
に

い
な
が
ら
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
場

合
で
は
な
い
!!
」
と
励
ま
さ
れ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
が
、
実
際
は
頭
も
気

持
ち
も
大
忙
し
の
三
日
間
で
し
た
。
ま

だ
駆
け
出
し
に
も
満
た
な
い
う
ち
か
ら

勉
強
の
機
会
を
得
ま
し
て
キ
ャ
パ
オ
ー

バ
ー
ぎ
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の

講
習
内
容
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
な
が
ら

自
分
自
身
に
技
術
を
定
着
さ
せ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

ストレッチャによる遭難者の引き上げ

人工壁での各クラスの講習風景

日
本
山
岳
協
会

山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会（
無
雪
期
）

遭
難
対
策
委
員
会
　
神

垣

聖

子
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こ
の
企
画
は
三
年
前
よ
り
日
山
協
遭

対
常
任
お
よ
び
中
央
労
山
の
共
同
で
埼

玉
の
長
瀞
に
て
開
催
し
て
き
た
。
昨
年

は
、
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
っ
た
た
め
中
止

と
な
っ
た
が
、
今
年
は
群
馬
岳
連
が
主

催
し
て
太
田
市
の
金
山
キ
ャ
ン
プ
場
に

て
十
月
三
・
四
日
の
二
日
間
開
催
し

た
。

　

趣
旨
は
、
近
年
増
加
し
つ
つ
あ
る
山

岳
遭
難
を
減
少
さ
る
こ
と
に
あ
る
。

よ
っ
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
初
心
者
で
未

組
織
登
山
者
と
し
た
。
ま
た
、
遭
難
で

最
も
多
い
態
様
が
道
迷
い
で
あ
る
こ
と

か
ら
地
図
読
み
で
あ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
に
趣
を
置
い
た
講
習
会
と
し

た
。
内
容
は
で
き
る
だ
け
や
さ
し
く
、

解
り
易
く
楽
し
い
講
習
会
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
な
構
成
と
し
た
。

　

参
加
者
は
ト
ー
タ
ル
十
名
と
少
な

か
っ
た
が
、
群
馬
県
内
か
ら
の
参
加
は

三
名
の
み
で
他
は
東
京
、
神
奈
川
、
埼

玉
と
意
外
に
も
遠
方
か
ら
の
参
加
者
が

多
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
登
山
を
こ
れ

か
ら
し
て
み
た
い
と
か
、
始
め
て
ま
だ

日
が
浅
く
山
岳
会
に
は
入
っ
て
い
な
い

方
々
で
、
テ
ン
ト
に
泊
ま
る
の
も
初
め

て
の
方
が
多
か
っ
た
。
ま
ず
は
狙
い
通

り
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
た
と

思
う
。
ス
タ
ッ
フ
は
総
勢
10
名
で
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
が
２
名
参
加
。
夕
方
か
ら

は
佐
藤
理
事
長
も
参
加
い
た
だ
き
、
吉

田
副
会
長
か
ら
は
差
し
入
れ
を
頂
い

た
。

　

講
習
会
は
三
日
（
土
）
十
三
時
か
ら

四
日
（
日
）
十
三
時
ま
で
開
催
し
た
。

初
日
は
講
義
を
主
と
し
、
初
め
に
遭
難

の
現
状
と
計
画
書
の
重
要
性
、
山
岳
保

険
や
ヒ
ト
コ
コ
に
つ
い
て
星
野
指
導
委

員
長
に
講
義
い
た
だ
い
た
。
次
に
応
急

手
当
と
三
角
巾
の
使
い
方
に
つ
い
て
神

垣
遭
対
委
員
、
ビ
バ
ー
ク
と
ツ
エ
ル
ト

に
つ
い
日
山
協
遭
対
常
任
の
瀬
藤
委
員

（
埼
玉
岳
連
）、
山
で
使
え
る
ロ
ー
プ
の

結
び
方
に
つ
い
て
角
田
遭
対
副
委
員
長

に
そ
れ
ぞ
れ
講
義
い
た
だ
い
た
。
日
が

暮
れ
る
前
に
各
自
持
参
し
た
テ
ン
ト
を

張
り
、
就
寝
準
備
を
行
っ
た
。
三
名
の

方
々
が
ツ
エ
ル
ト
に
よ
る
ビ
バ
ー
ク
体

験
を
希
望
さ
れ
た
。

　

夕
食
を
済
ま
せ
日
が
沈
む
の
を
見
計

ら
い
、ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

十
八
時
か
ら
二
時
間
か
け
て
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
を
頼
り
に
金
山
山
頂
を
往
復
し
た
。

み
な
初
め
て
の
経
験
に
大
変
興
奮
し
、

暗
闇
の
山
中
が
い
か
に
危
険
か
を
体
験

し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
講
習

は
20
時
で
終
了
し
、
あ
と
は
ス
タ
ッ
フ

を
交
え
た
情
報
交
換
会
を
行
っ
た
。
交

テ
ン
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

か
な
や
ま

群
馬
岳
連
遭
難
対
策
委
員
長
　
町

田

幸

男

三角巾を使った応急手当

ストックとレジ袋を使ったツエルトの張り方

＊
８
月
11
日
は
「
山
の
日
」
で
す
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換
会
で
は
高
崎
か
ら
応
援
に
駆
け
付
け

て
く
れ
た
高
田
消
防
士
（
Σ
）
か
ら
昨

年
の
御
嶽
山
噴
火
事
故
に
お
け
る
救
助

現
場
の
貴
重
な
映
像
を
上
映
い
た
だ
い

た
。

　

二
日
目
は
八
時
か
ら
地
図
読
み
に
つ

い
て
角
田
副
委
員
長
に
講
義
い
た
だ
い

た
。
地
図
読
み
と
言
う
と
、
磁
北
が
ど

う
と
か
コ
ン
パ
ス
に
よ
る
現
在
地
確
認

と
か
、
初
心
者
に
は
と
っ
つ
き
に
く
い

講
習
会
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。し
か
し
、

今
回
は
ど
の
よ
う
に
目
標
物
を
決
め
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
確
認
し
な
が
ら
目

的
地
に
向
か
っ
た
ら
良
い
か
と
い
っ
た

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い
て
勉
強

し
て
い
た
だ
い
た
。
多
く
の
道
迷
い
遭

難
は
ま
さ
し
く
こ
の
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

が
出
来
て
い
な
い
事
に
起
因
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
補
足
と
し
て
町
田
か
ら
Ｇ

Ｐ
Ｓ
に
つ
い
て
簡
単
な
講
義
を
行
っ
た
。

　

九
時
か
ら
は
二
班
に
分
か
れ
て
地
図

読
み
の
実
践
を
行
っ
た
。
ル
ー
ト
は

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
金
山
山
頂
を
通
り
、

南
側
に
あ
る
金
山
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
に
一
度
下
っ
た
。
施
設
で
は
簡
単
な

ビ
デ
オ
を
見
て
い
た
だ
き
金
山
城
の
歴

史
に
つ
い
て
も
学
習
す
る
事
が
出
来
た
。

施
設
か
ら
は
中
腹
ま
で
登
り
返
し
、
西

へ
延
び
る
尾
根
を
下
っ
て
群
馬
こ
ど
も

の
国
を
横
切
り
キ
ャ
ン
プ
場
へ
と
戻
っ

た
。
歩
行
中
は
ポ
イ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト

で
現
在
地
を
確
認
し
た
り
、
目
的
地
ま

で
あ
と
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
考
え
な
が

ら
行
動
し
た
。
ま
た
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト

を
想
定
し
た
応
急
手
当
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
実
施
し
、
実
際
の
山
で
事
故

が
起
き
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
体
験
い
た

だ
い
た
。
今
回
は
五
～
六
名
の
パ
ー

テ
ィ
ー
編
成
で
、
先
頭
を
交
代
し
な
が

ら
の
行
動
と
し
た
。
普
段
は
単
独
で
の

登
山
を
し
て
い
る
方
に
は
団
体
で
登
山

を
す
る
難
し
さ
と
楽
し
さ
を
体
感
い
た

だ
け
た
こ
と
と
思
う
。

　

十
三
時
、
キ
ャ
ン
プ
場
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
閉
講
式
を
行
い
解
散
し
た
。
回

収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
好
評
で
、

当
初
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
た
と
思

う
。
ま
た
、
開
催
地
に
つ
い
て
も
大
変

良
好
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ル
が
使
用
で
き

る
た
め
、
雨
天
に
も
対
応
可
能
で
あ
る

こ
と
や
、
金
山
は
手
ご
ろ
な
ル
ー
ト
が

設
定
可
能
で
山
頂
付
近
ま
で
車
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
た
め
緊
急
時
の
対
応
な

ど
利
便
性
に
も
た
け
て
い
る
。
ま
た
、

山
頂
付
近
は
金
山
城
発
掘
の
整
備
が
進

ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
最
大
の
反
省
点
と
し
て
は
、
思

う
よ
う
に
参
加
者
が
集
ま
ら
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
る
。
公
募
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
主
と
し
て
、
日
山
協
や
岳
連
、
関
係

ス
ポ
ー
ツ
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
た
が
対
象
と
す
る
山
の
初
心
者
の
目

に
は
留
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
回
の
募
集
で
は
、
こ
れ
か
ら
登
山
に

興
味
を
持
つ
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
情

報
環
境
に
い
る
の
か
更
に
分
析
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
群
馬
で
は
初

め
て
の
試
み
で
あ
り
戸
惑
い
も
あ
っ
た

が
様
々
な
方
々
と
意
見
交
換
が
で
き
、

ま
た
山
の
初
心
者
が
登
山
を
ど
う
と
ら

え
て
い
る
の
か
知
る
良
い
機
会
で
あ
っ

た
。
準
備
段
階
か
ら
至
ら
な
い
点
が

多
々
あ
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
事
故
も
な

く
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
小
さ
な
活

動
で
す
が
、
減
遭
難
に
つ
な
が
る
一
歩

で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。
次
回
開
催
に

あ
た
っ
て
は
講
習
生
、
指
導
員
と
も
よ

り
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
切
に
希
望
す
る
。

行動中のアクシデントシミュレーション

山で使えるロープの縛り方
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＊
ふ
る
さ
と
の
山
に
登
ろ
う

　

参
加
者
二
十
五
名
、
講
師
十
八
名
で
、
例
年
並

み
の
参
加
を
得
て
、
今
年
度
も
無
事
に
登
山
教
室

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
、
女
性
の
参
加
者
が
多
い
と
い
う
状
況
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
約
三
分
の
二
が
男
性

で
、
単
独
登
山
者
が
多
い
傾
向
に
あ
る
男
性
の
参

加
者
が
増
え
た
の
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の
申
込

み
も
可
と
し
、
約
半
数
の
方
が
利
用
し
て
、
申
込

み
の
利
便
性
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
登
山
教
室
は
初
心
者
を
対
象
に
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
例
年
、「
地
形
図
の
見
方
」、「
シ

ル
バ
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
」
を
講
習
の
中
心
に
据

え
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
好
評
を
得
た
「
登
山
計

画
書
」
の
講
習
を
今
年
度
も
入
れ
、
新
た
に
「
休

憩
と
食
事
・
水
分
の
と
り
方
」
と
い
う
初
心
者
向

け
の
講
習
を
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
実

技
を
同
じ
山
域
で
二
回
実
施
し
ま
し
た
が
、
山
を

楽
し
む
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
読
図
を
中
心
に
し

た
講
習
を
し
っ
か
り
や
る
と
い
う
位
置
付
け
が
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
天

気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
前
日
の
悪
天
の
影
響
で

登
山
道
が
荒
れ
て
い
た
り
、
太
枝
が
落
下
し
て
き

た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
講
習
に
活
か

せ
た
と
い
う
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
運
営
上
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の

参
加
者
が
「
期
待
通
り
だ
っ
た
」、「
今
後
の
登
山

に
役
立
つ
」
と
い
う
回
答
で
、
好
意
的
で
前
向
き

な
感
想
が
多
く
見
ら
れ
、
今
後
の
運
営
の
励
み
に

な
り
ま
し
た
。
講
師
な
ど
関
係
者
に
よ
る
反
省
会

を
開
き
、
よ
り
よ
い
登
山
教
室
に
な
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

⑴
参
加
者
の
男
女
数
、
年
齢
構
成
、
こ
の
登
山
教

室
の
参
加
経
験
。

⑵�

登
山
を
始
め
て
何
年
ぐ
ら
い
で
す
か
。
ま
た
、

１
年
に
何
回
く
ら
い
登
山
に
出
か
け
ま
す
か
。

⑶
小
屋
泊
の	

⑷
テ
ン
ト
泊

　

経
験
は	

　

の
経
験
は

⑸
参
加
し
た
理
由
は　
　
　
　
　

⑹
参
加
費
の

　

何
で
す
か
？　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円
は

平
成
27
年
度

登
山
教
室
実
施
報
告

群
馬
岳
連
登
山
指
導
委
員
会

対
比
地
　
昇

実技講習　全体集合写真（赤城ビジターセンターPにて）

実技講習　読図（赤城 地蔵岳にて）

回数 実施日 内　　容 参加 講師

1 9/2
（水）

開講式 
座学①「読図地形図について　手島」 25 12

2 9/10
（木）

座学②「シルバコンパスの使い方　岩井」
座学③「休憩と食事・水分のとり方　対比地」 24 9

3 9/12
（土）

登山実技「赤城山」 1班（黒檜、駒ヶ岳）､
2班（地蔵、長七郎）､3班（薬師、陣笠） 23 7

4 9/26
（土）

登山実技「赤城山」 1班（地蔵、長七郎）､
2班（薬師、陣笠）、3班（黒檜、駒ヶ岳） 19 9

5 10/1
（木）

座学④「登山計画書　星野」
閉講式 24 10

皆勤（修了証） 17
特別
講習

3/5
（土）

登山実技（スノーシュー）
「玉原湿原周辺」

申込
9

男 15

女 8

～30 0

31～40 0

41～50 5

51～60 6

61～70 11

71～ 1

初めて 22

あり 1

0～2年 10
3～4年 2
5～6年 1
7～10年 7
11～15年 0
16～20年 0
21年～ 1

0～5回 11
6～10回 5
11～15回 1
16～20回 1
21～30回 1
31回～ 1

あり 15

なし 8

あり 9

なし 14

高い（希望額円） 2

適額 18

安い 3

仲間に誘われて 3

仲間を見つけるため 3

登山の知識を増やしたかったから 21

登山の技術を習得したかったから 13

情報交換のため 1

もっと理解を深めたかったから 8

その他（妻に勧められて） 1

日程・内容・人数平成27年度
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⑼�

全
体
を
通
し
て
、
今
回
の
登

山
教
室
に
参
加
し
て
み
て
い

か
が
で
し
た
か
？

⑻�

登
山
教
室
の
テ
ー
マ
と
し
て
興
味
の
あ
る

も
の
は
？
（
複
数
回
答
可
）

⑺
各
回
の
講
習
は
ど
う
で
し
た
か
？

実技講習　班別集合写真（赤城 長七郎にて）

③座学「休憩と食事･水分」
理解できた 17
少し理解できた 4
あまり理解できなかった 0

今後の登山に役立つ 16
少し役立つ 3
あまり役立たない 0

欠席 0

④座学「登山計画書」
理解できた 14
少し理解できた 3
あまり理解できなかった 0

今後の登山に役立つ 15
少し役立つ 2
あまり役立たない 0

欠席 0

②座学「シルバコンパスの使い方」
理解できた 11
少し理解できた 11
あまり理解できなかった 0

今後の登山に役立つ 16
少し役立つ 4
あまり役立たない 0

欠席 1

⑥実技「赤城山2回目」
理解できた 14
少し理解できた 2
あまり理解できなかった 0

今後の登山に役立つ 15
少し役立つ 1
あまり役立たない 0

欠席 4

①座学「読図 地形図について」
理解できた 11
少し理解できた 10
あまり理解できなかった 1

今後の登山に役立つ 18
少し役立つ 3
あまり役立たない 0

欠席 0

⑤実技「赤城山1回目」
理解できた 15
少し理解できた 8
あまり理解できなかった 0

今後の登山に役立つ 19
少し役立つ 2
あまり役立たない 0

欠席 5

楽しかった 19

少し楽しかった 2

あまり楽しくなかった 0

今後の登山に役立つ 18

少し役立つ 2

あまり役立たない 0

期待通りだった 19

少し期待はずれだった 2

期待はずれだった 0

②実技
無雪期のテント泊山行 9
無雪期の小屋泊山行 6
縦走路でのロープワーク 10
岩登り 5
沢登り 5
雪山登山 4
その他 0

①座学
読図 7
山の天候と天気図 15
山での危険の回避 14
山での応急処置 16
服装・装備 6
歩行技術 8
行動計画 5
食糧計画 6
生活技術 5
その他 0

⑽　講習について感想、意見、気がついた点などご記入ください

○�座学あり実技ありで楽しく学べました。久しぶりに山に登ってみて、やはり頂上に立ったときの達成感は何とも
言いがたい気分です。今回の講習を参考に事故に気を付け、山行を楽しみたいと思います。

○�教室に参加して大変勉強になりました。講師の方々にもお世話になりました。山に行くときは地形図をよく見て、
自分の体力にあったコースを選び、他の人に迷惑や心配をかけないように楽しい登山をしたいと思います。

○�シルバコンパスの使用方法について個別指導していただき分かりやすかった。
○�正置が基本と思いますが、あやふやになります。時間が経つと。分かったつもりで理解できていない気がします

が、地図を持って山に入ることで、慣れていきたいと思う。生死を分けることもあるかもしれないと今回の講座
で認識しました。

○�実地でコンパスが使えるようになりました。
○�実技について、レベル分け（経験分け）した方がいいのかも。
○�大変参考になりました。天気図などの読み方などが分かればもっと良かったと思います。
○�危険回避などの講習会があるとありがたいと思います。次のステップを踏みたいと思います。
○�実技は楽しく、今後に役立ちそうです。今までは連れて行ってもらうばかりで、地図も見ていなかったのですが、

今後は地図を見て参加したいと思います。

⑾　その他、感想、意見、改善したほうがよい点など自由にご記入ください。

○�今後も参加できる教室があれば参加したい。
○�講師の方々には感謝申し上げます。
○�天気図の見方及び、予想の仕方についての内容を入れてもらいたい。
○�机上とフィールドワークの組み合わせは理解が深まると思いました。保険加入の必要性について聞きたかった。
○�テント泊（レンタルありで）を企画して欲しい。
○�読図が楽しくなりました。
○�エマージェンシー（非常事態、緊急事態）講座があってもいいかも。ロープワークを学びたいです。
○�地図の見方、コンパスの使い方が分かった。これからは地図、コンパスを使い、安全な登山をしていきたいと思

います。有り難うございました。
○�中級者向けの講座などあると良いと思う。
○�基本的なことが理解できて助かりました。以後もっと勉強したいと思います。
○�楽しく参加しました。気楽に考えていた山行きですが、今までけがや事故がなかったので良かったですが、これ

からは充分に注意して楽しもうと思います。いろいろな疑問にも答えてもらいました。有意義な研修ができて良
かったです。

①

②

③
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平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
五
日

（
日
）、
利
根
郡
み
な
か
み
町
の
大
峰
山

（
一
二
五
四
ｍ
）、
吾
妻
耶
山
（
一
三
四

一
ｍ
）
で
開
催
し
ま
し
た
。
例
年
同
様

に
ぐ
ん
ま
山
の
日
﹃
ぐ
ん
ま
山
と
森
の

月
間
﹄
協
賛
イ
ベ
ン
ト
、
第
三
十
一
回

群
馬
県
民
の
日
記
念
事
業
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
集
合
場
所

は
、
利
根
郡
み
な
か
み
町
の
大
峰
山
登

山
口
駐
車
場
で
し
た
が
、
参
加
者
に
は

場
所
が
分
り
に
く
い
こ
と
も
あ
っ
て
遅

刻
者
が
数
名
お
り
ま
し
た
。
駐
車
場
付

近
に
ト
イ
レ
が
一
箇
所
し
か
無
い
こ
と

で
、
み
な
か
み
町
に
要
望
し
て
仮
設
ト

イ
レ
を
三
基
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
大
会
は
二
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
Ａ

コ
ー
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

駐
車
場
↓
大
峰
沼
↓
大
沼
越
え
↓
Ｎ

Ｈ
Ｋ
電
波
塔
↓
大
峰
山
↓
赤
谷
越
え
↓

吾
妻
耶
山
西
峯
↓
吾
妻
耶
山
↓
ノ
ル
ン

ス
キ
ー
場
上
部
第
１
リ
フ
ト
↓
大
峰
沼

↓
駐
車
場

　

Ｂ
コ
ー
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

駐
車
場
↓
大
峰
沼
↓
（
直
登
路
）
↓

Ｎ
Ｈ
Ｋ
電
波
塔
↓
大
峰
山
↓
赤
谷
越
え

↓
吾
妻
耶
山
西
峯
↓
吾
妻
耶
山
↓
ノ
ル

ン
ス
キ
ー
場
上
部
第
１
リ
フ
ト
↓
大
峰

沼
↓
駐
車
場

　

参
加
者
は
、
県
山
岳
連
盟
役
員
三
十

二
名
、
一
般
参
加
者
六
十
四
名
、
合
計

九
十
六
名
で
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し

た
が
、
開
会
式
時
点
で
冷
え
込
み
が
強

く
感
じ
ら
れ
、
寒
冷
時
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
、
医
療
救
護
部
の
小
和
田
美
由

紀
さ
ん
か
ら
準
備
・
行
動
・
休
憩
時
に

わ
た
っ
て
の
注
意
点
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

稜
線
上
で
は
時
折
冷
た
い
強
風
が
吹

き
ま
し
た
が
、
本
大
会
の
参
加
者
は
総

じ
て
す
こ
ぶ
る
元
気
な
山
歩
き
を
行

な
っ
て
、
紅
葉
の
山
々
を
満
喫
し
て
お

り
ま
し
た
。

第
38
回
県
民
登
山
大
会
報
告

群
馬
岳
連
総
務
委
員
長
　
女
　
屋
　
等
　
志
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大
峰
山
・
吾

妻
耶
山
の
山
頂

部
や
大
峰
沼
畔

で
は
、
チ
ー
フ

リ
ー
ダ
ー
や
サ

ブ
リ
ー
ダ
ー
か

ら
地
形
・
地
質

や
植
生
等
に
つ

い
て
の
解
説
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
わ

せ
て
登
山
道
周

辺
の
清
掃
活
動

が
、
群
馬
県
秋

の
環
境
美
化
運

動
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
、

約
４
キ
ロ
の
ゴ

ミ
を
収
集
い
た

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は

本
大
会
記
念
品

と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
が
配
ら

れ
、
ま
た
、
行

動
終
了
時
に
恒

例
の
熱
々
の
な

め
こ
汁
が
振
る

舞
わ
れ
好
評
で

し
た
。

　

ま
め
に
写
真
を
撮
る
歩
き
方
の
場
合
、

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
付
の
カ
メ
ラ
で
は

こ
れ
を
首
に
掛
け
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
結
構
首
に
負
担
が
あ

り
ま
す
。

　

私
は
車
で
追
突
さ
れ
た
ム
チ
打
ち
の

後
遺
症
が
あ
り
首
に
掛
け
て
い
ら
れ
ず
、

こ
の
負
担
を
な
く
す
方
法
を
考
え
ま
し

た
。

　

写
真
に
示
す
よ
う
に
ネ
ッ
ク
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
ザ
ッ

ク
の
雨
蓋
下
に

通
す
の
で
す
。

ス
ト
ラ
ッ
プ
は

背
負
い
ベ
ル
ト

上
に
乗
り
、
首
・

肩
へ
の
重
量
負

担
は
殆
ど
感
じ

な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
首
筋
に
こ
す
れ
る

不
快
感
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
方
法
の
限
界

は
カ
メ
ラ
と
ザ
ッ
ク

の
重
さ
を
腕
力
だ
け

で
持
ち
上
げ
ら
れ
る

か･･･
で
し
ょ
う
か
。

片
手
で
カ
メ
ラ
、
も

う
片
手
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
背
負
い
ベ
ル

ト
を
鷲
掴
み
に
し
て
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
頭

を
通
さ
な
い
と
カ
メ
ラ
の
位
置
が
胸
の

中
央
か
ら
ず
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

雨
蓋
の
な
い
ザ
ッ
ク
で
は
カ
ラ
ビ
ナ

等
で
適
当
な
場
所
に
引
っ
掛
け
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
大
型
双
眼
鏡
に
も
応
用

で
き
ま
す
。

こ
ん
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
知
っ
て
ま
す
か
？

カ
メ
ラ
等
の
重
み
を
首
に
負
担
を
か
け
ず
胸
に
置
く

大
間
々
山
岳
会
　
福
　
田
　
純
　
一

↘

↘

↖

↖
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プモリ電設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

関東　オートキャンプ場　なら　桐の木平キャンプ場　渓流サイト　団体専用あり

桐の木平キャンプ場
〒378-0102
群馬県利根郡川場村川場湯原2681
ｔｅｌ　0278-52-2442

　　　電話、弱電工事

プモリ電設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒 379-2223
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊勢崎市小泉町 252
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎　0270-62-2012

伊勢崎市宮子町 3448-2
TEL 0270-21-8025　FAX 0270-21-8026

（有）山とスキーの店  石　井


